
最終回 市民ワークショップ
「信更の公共施設の将来像を考える」

をテーマにグループ討議を行いました

【お問い合わせ先】
公共施設マネジメント推進課

電話：２２４－７５９２
信更支所 電話：２９９－２１１１

８月26日（日）信更公民館で、最終回となる第３回「信更地区の公共施設を考え
る」市民ワークショップを開催しました。

前回の内容を振り返った後、活発なグループワークを行い、各グループの発表を
行いました。信州大学工学部の梅干野（ほやの）准教授からの講評、住民自治協議
会の北澤会長のあいさつ、長野市の倉石総務部長から御礼のあいさつの後、参加者
全員で記念撮影を行い、信更地区のワークショップは幕を閉じました。関係の皆さ
ま、ありがとうございました。

市民ワークショップや公共施設マネジメントに対するご意見、ご要望など
ありましたら、遠慮なく下記までお寄せください。

信大 梅干野研究室の学生も交え、地区の将来像や自分たちにできることなどを話
し合い、グループごとの公共施設の再配置や利活用案を、短い時間の中でまとめて
発表していただきました。（詳細は次ページをご覧ください）

今後、具体的な再配置等に向けた検討につきましては、今回のワークショップで
いただいたご意見等も参考に、地域の皆さまや、広く市民の皆さまの意見をお聴き
しながら協議を重ねてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま
す。

今回のワークショップは、信更地区
住民自治協議会のご協力のもと、公募
及び地区内からご参加いただいたメン
バーで、熱い討議を重ねていただきま
した。
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各グループの公共施設の将来像の概要をご紹介します

コンセプト【高齢者の生きがい、魅力ある信更】

コンセプト【夢を叶えるなら・夢にチャレンジするなら高野へ！】

Aグループ

Bグループ

≪将来像≫

産業（アップルパイやワイン等の販売）を活か

して、高齢者が元気に活動できる

≪課題≫

信更にどのように人を呼び込むか

≪自分たちにできること≫

製造から販売まで

≪自分たちにできること≫
・施設名の周知、宣伝
・バスの運転手
・クラウドファンディング

信更小 信更中 施設 再配置・利活用（案）

信更小
産業の拠点（ｱｯﾌﾟﾙﾊﾟｲ・ﾜｲﾝ）
高齢者が生きがいを感じる施設

（旧）更府小 ワイナリー

（旧）信田小
高野分校

ワイナリー、健康体操等のリハビ
リ施設

施設 再配置・利活用（案）

（旧）更府小
ワイナリー
貸し出しスペース

コンセプト【何もない ゆっくりした時間の流れ】Cグループ

≪将来像≫
住みたい人が住めるまち
≪課題≫

施設を削減するのは難しい
≪自分たちにできること≫

移住者支援

施設 再配置・利活用（案）

（旧）更府小 自然体験のできる宿泊施設

（旧）信田小
高野分校

ワイナリー

氷ノ田
教職員住宅

協力隊受け入れ用の住居

（旧）更級福
祉園※1

宿泊施設

≪将来像≫
高野分校をワイナリーと貸し出しスペースに
（信更全体ではなく高野にフォーカスして議論）
≪課題≫
・再配置案を実現できるように、規制を緩和
・宣伝方法を工夫
・目的が一つだと足を運びづらい

（周辺施設と連携し立寄れる場所を増やす）

信更小を信更中

に統合

※1 （旧）更級福祉園は市有施設ではなく、
社会事業協会の施設ですが、検討した
グループがありました。



コンセプト【“しんこう”に“じんこう”を ～若者が住みやすい地域づくり～ 】Dグループ

コンセプト【行きたい！住みたい！信更・「美しい」を感じる】Eグループ

≪将来像≫
移住者の定住増加・若者人口増加

【第１段階】
農業に特化し良さをアピール

～山信りんご・種もみ・ぶどう～

長・短期住宅設置 ～更級福祉園を上手く使う～

【第２段階】
宅地確保（賃貸）・売り家確保
≪課題≫
・どうやって若者に信更の良さを知ってもらうか
・支所・公民館・体育館は現状維持
・高齢者の車運転・交通の不便さ
・道が狭く不便。冬の雪かき問題あり
≪自分たちにできること≫
【更級福祉園でできること】
・クラウドファンディング調査の手伝い
・ＳＯＨＯ※2で青空市場
・MERCATO※3 SHINKO
・施設周辺の草刈り
・食堂・結婚式・調理支援
【信更地区でできる事】
・高野にワイナリーができたら収穫の手伝い。

ワイン購入
・送迎ありのワイン試飲会
・りんごの農業体験、後継者育成

≪将来像≫
・新しい人が集まり、信更に住んでいる人々も

輝き、信更地区全体も生き生きと輝く
・3つの小学校を宿泊施設として活用
≪課題≫
・誰がやる（運営する）のか？
・どうすれば実現できるのか？
・信更町の人たちにやる気になってもらう
≪自分たちにできること≫

・今作っているおいしい物やジビエなど提供
してもらえるようにする

・協力者、理解者を集める
・広報活動、良いものがあると知ってもらう

【梅干野准教授の講評】
３回のワークショップお疲れ様でした。学生も良い経験をさせていただき、感謝申し上げる。
信更の良いところを考え、伸ばしていく。信更は平凡なところとの発表もあったが、それは

見方を変え、見る人が見れば非常に魅力的となる。これからも信更の良いところを発見して、
皆さんが信更地区をいい方向に導いてほしい。

近い将来、公共施設の再配置は必ずやってくる。その時に、受け身になるか、自らが進んで
参加するかで地区の将来は大きく変わる。それに備える準備を住民自治協議会を中心に進めて
ほしい。

施設 再配置・利活用（案）

信更小 企業誘致して工場等に利用

（旧）更府小
企業誘致
データセンター等に活用

（旧）信田小
高野分校

ワイナリー

氷ノ田
教職員住宅

売却

（旧）更級福
祉園※1

長/短期滞在型施設
（ＳＯＨＯ※2、起業したい若者の
移住促進）

信更小
信更保育園

信更中
信更小と信更保育園

を信更中に統合

施設 再配置・利活用（案）

信更小
宿泊施設（自然エリア）
・清水神社 ～ 信更小

～ホタル の散歩コース整備

（旧）更府小 宿泊施設（高級リゾートエリア）

（旧）信田小
高野分校

宿泊施設とワイナリー

信更小 信更中
信更小を信更中に

統合

※2 「ｽﾓｰﾙｵﾌｨｽ･ﾎｰﾑｵﾌｨｽ」の略。通信ﾈｯﾄﾜｰｸ等を利用
して、小さな事務所や自宅で仕事をする労働形態
のこと。

※3 「メルカート」はイタリア語で市場の意味。



【Eグループ】

【Cグループ】

【Dグループ】

◆前向きに本気で考えている方がたくさんいることに驚き感動した。行政の壁との闘いが今後
の最大の課題だと痛感した

◆自分には関係がない事と思っていたが、公共施設について考える様になった

◆3回だけでは充分な成果が出せないので継続的に行なう必要があると思う
◆公共施設の見直しの中で、多くの人が集まって出た意見がムダにならないようにしてほしい

◆公共施設は「公」が管理する施設だと思ったが、「公」と「民」が共同で考え、利用するこ
とで、魅力的な場になると思うようになった

◆他の方の意見を聞くことが出来、前向きに信更の今後を考えられるようになった。少し信更
に希望が持てた

◆公共施設の維持には維持費も多くかかり、老朽化するので、考えるきっかけになった

◆住民自身が動かないとなにも変わらない
◆更府小は活用されていない。それでいいのか？とは思っていたが、自分たちで考え提案して

いくことはとてもいいと思えた。これをきっかけに、後利用についてもっと話し合われたら
いいと思う

◆こういう機会から、今後どうなっていくのか興味が湧きます

【Bグループ】

梅干野准教授

信更地区のワークショップ開催に御協力いただいた皆さまに、改めて厚くお礼申し上げます

住自協 北澤会長信州大学 学生の皆さん

【倉石総務部長から御礼のあいさつ】
何かとお忙しい中、休日を返上して３回のワークショップにご参加いただきましたメンバー

の皆さまに深く感謝を申し上げます。
人口減少や少子高齢化など、公共施設をとりまく現状と、信更の活性化や多世代交流などを

見据えた、大変熱心なグループ討議をいただいたと感じております。各グループからいただい
たご意見も参考にさせていただき、信更地区の公共施設の在り方、将来的な再編・再配置を検
討してまいります。

【住民自治協議会 北澤会長あいさつ】
6月から３回にわたってワークショップが開かれ、皆さんから色々な意見が出ました。将来の

信更はどうあるべきか、どうしたらいいか、積極的な意見が多かったと思います。今後、信更
の公共施設について、我々の意見をまとめて、方向付けていければいいと思います。

これから、信更がますます良くなるように皆さん と一緒に考えていきたいと思います。あり
がとうございました。

【Aグループ】
◆不要施設を減らすことは大いに賛成できる
◆公共施設について、普段あまり考えていなかったが、今後どうすべきかが見えてきた


